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研究成果の概要 

本研究では、多数のデータを用いた機械学習が提案する多数の候補物質を高速実験で合成・

評価することにより高性能蛍光体を開発するとともに、理論的検証を行う。開発する蛍光体は、8K

液晶テレビ用の狭帯域蛍光体と高輝度照明用の耐熱蛍光体である。 

発光モデル（発光波長、発光線幅）を用いた新蛍光体開発では、組成記述子、結晶構造記述

子、電子状態、DFT 計算値からの記述子の構築を完成させるとともに、発光モデルの更新を進め

た。発光線幅の予測精度には改善の余地があったため、結晶構造と関連させて学習データの見

直しを行うことで、これまでよりも高精度で発光線幅を予測できるようになった。これら構築モデル、

相安定性、バンドギャツプの計算値も考慮して新物質の新蛍光体の提案を行なった。以前のモデ

ルで提案された候補物質も合わせて実証実験を進め、8 個の新蛍光体を見つけた。発光中心の

局所構造に注目した開発では、既知狭帯域蛍光体の局所構造と類似した局所構造を持つ物質提

案と実証実験から新蛍光体 1 個を見出した。また、優れた発光特性が期待できる局所構造を持つ

物質の多重同型置換からの候補の実証実験を行い、1個の新蛍光体を見つけた。 

高輝度照明用の耐熱蛍光体開発では、昨年度までに収集した発光の温度特性や蛍光寿命の

データ、発光モデル（発光波長、発光線幅）でも利用した記述子を用いて発光の温度特性のモデ

ル作成を進めた。 

計測手法の開発では、粒子の励起発光スペクトルを簡便に測定する手法開発、粒子の高密度

レーザー励起下での発光評価手法の開発、高温特性に優れた粒子を見つける手法開発、共焦点

レーザー顕微鏡を用いた粒子内部観察などを進めた。 
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